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秋田南中学校・築山小学校・中通小学校併設校整備事業について

１ 事業概要
秋田南中学校は、昭和52年の完成から47年が経過しており老朽化が著

しく、長寿命化改修では目標とする耐用年数まで使用することが困難な
状況にある。また、築山小学校および中通小学校についても老朽化が進
んでおり、小学校の統合校を秋田南中学校に併設することで地元の合意
が得られたことから、令和12年度の校舎使用開始に向け、小中併設校の
建設を行うものである。

２ 事業スケジュール

３ ９月補正予算内容
設計者を決定するプロポーザルの実施に必要な審査委員の報償費なら

びに地質調査および用地測量を行う費用を計上し、プロポーザル後に行
う基本・実施設計業務委託の継続費を設定する。
※財源には「公共施設等適正管理推進事業債（集約化・複合化事業 」）
を活用する。

４ 事業費
(1) 現年度 57,296千円

内訳）委員報償 63千円（
地質調査 40,964千円
用地測量 16,269千円

(2) 継続費設定
設計委託 348,000千円(R6-R8)

(千円)

年度 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

年割額 - 201,311 146,689

事業概要

令和６年10月 ～ 令和７年４月 地質調査、用地測量、プロポーザル

令和７年５月 ～ 令和８年９月 基本・実施設計

令和８年４月 ～ 令和８年12月 準備工事（プール解体等）

令和８年12月 ～ 令和11年12月 新校舎建設（外構含む）

令和12年４月 ～ 新校舎使用開始

既存校舎解体（秋田南中）

グラウンド整備

既存校舎解体（築山小）

第２グラウンド整備

※全体事業費は現在精査中

期　間

令和13年12月 ～ 令和15年９月

令和12年７月 ～ 令和14年３月
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（参考）各校の現状

秋田南中 築山小 中通小

昭和52年度 昭和45年度 昭和49年度

20,471㎡ 14,948㎡ 10,344㎡

建物敷地 9,757㎡ 8,747㎡ 4,896㎡

屋外運動場 10,714㎡ 6,179㎡ 5,448㎡

その他 － 22㎡ －

7,895㎡ 7,174㎡ 6,270㎡

校舎 6,157㎡ 6,136㎡ 5,368㎡

屋内運動場 1,738㎡ 1,038㎡ 902㎡

317名
（うち特支　8名）

444名
（うち特支　8名）

194名
（うち特支　8名）

13室
（うち特支　2室）

18室
（うち特支　2室）

10室
（うち特支　3室）

建築年度

建物面積

児童・生徒数
(令和６年４月１日)

普通教室数

校地面積

- 4 -



■グラウンド

■新校舎（４階建）

■サッカー場

■テニスコート

■野球場

現 校舎敷地 現 グラウンド敷地

現

校
舎
敷
地

現

グ
ラ
ウ
ン
ド
敷
地

※設計時に変更となる場合があります。

※数字は室数を表しております。

秋田南中学校敷地（新校舎整備、グラウンド整備（案））

築山小学校敷地（第二グラウンド整備（案））現在の秋田南中学校グラウンド敷地に新校舎（併設校）の整備を行う。また、築山小
学校の敷地を第二グラウンドとして活用するもの。

秋田南中学校・築山小学校・中通小学校併設校整備事業について
（整備イメージ図）

（グラウンド整備地） （新校舎整備地）

※中通小学校の敷地の利活用については、今後、検討する。

中学校 小学校

普 通 教 室
１５

（３学年×５学級）
２４

（６学年×４学級）

特 別 支 援 ２ ４

多 目 的 ﾎ ｰ ﾙ ３ ６

特 別 教 室

管 理 諸 室

屋 内 運 動 場

武 道 場 １

２

小・中それぞれに必要な室数を配置

小・中それぞれに保健室などを配置
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築山小学校

中通小学校

秋田南中学校

秋田市民市場

中通総合病院

秋田駅

茨島交差点

牛島小学校

東小学校

旭南小学校

エリアなかいち

一つ森公園

城東整形外科

横森橋

東部ガス㈱秋田支社

直
線
距
離
 ４

３
０
ｍ

直
線
距
離
 ８

３
０
ｍ

秋田南中学校・築山小学校・中通小学校　配置図

中通小学校区

築山小学校区

２．
０km

１．
０km

１．
５km
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予算決算委員会資料

令和６年９月１７日

学 事 課

について広面小学校スクールバス車両借上経費

１ 事業目的

、 、令和７年４月１日付けの広面小学校と太平小学校 下北手小学校の統合に伴い

やむを得ず遠距離通学となる児童の通学手段として、７ルートでスクールバスを

運行しようとするもの。

２ 概要

７ルートでスクールバスを運行するためには、マイクロバス（児童24名乗車可

能）４台、コミューター（児童13名乗車可能）３台の計７台が必要である。

スクールバスの性質上、安全かつ安定的な運行が重要なことから、５年間の車

両賃貸借契約(運転手付)の締結を行う予定である。

なお、入札などの契約事務を円滑に行うとともに、受託業者において車両の確

、 。保や試験運行等の諸準備に一定の期間を要するため ９月補正を行うものである

３ 事業費

秋田市立広面小学校登下校用車両賃貸借（複数年契約）

自動車借上料 57,088 千円 × ５年 ＝ 285,440 千円

４ スケジュール

・令和６年10月上旬 業者選定審議委員会（資格要件）

中旬 公募

下旬 業者選定審議委員会（指名通知）

・令和６年11月上旬 公募型指名競争入札、契約締結

・令和７年４月１日 運行開始

R7 R8 R9 R10 R11
(1) 木曽石、八田コース 13 12 10 7 7 コミューター
(2) 山谷コース 9 7 9 7 7 コミューター
(3) 黒沢、中関コース 15 17 20 19 18 マイクロバス
(4) 宝川、通沢コース 7 7 9 8 9 コミューター
(5) 家ノ前、碇コース 19 20 23 21 18 マイクロバス
(6) 松崎団地①コース 15 15 13 12 13 マイクロバス
(7) 松崎団地②コース 17 15 13 11 12 マイクロバス

合計 95 93 97 85 84 マイクロ４台、コミュ３台

コース
乗車予定児童数

使用車種

- 7 -


